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-t
r

A

v 

,
! 

‘
0
0
x
1
0

 =

 1
2
.
0
0
0

.

.

.

.

.

沣
窆
缅®

 

:

*

3
2
0
0
著
0.
1
2
0
0
0
"
1
0
0
0
0
: 

:

画
^
涵
錄

中一
W

C

P

)

：に
於
い
て.は
.
一
萬
の.^|
走
腺
債
が
、
、

，一
1

千(

P)

Q
場

合

は

一

ー
萬
八
千
と
、
增

加

.し
て
ゐ
る;:
0

こ
れ
を
若
し
原
價
種
目
の
分 

割
に
ょ
•つ
，て
、
分
解
す
る.と
.き

は

か
i

厶
結
港
に
到
達
す
る
こ
と
は
困
難
で
ぁ
る
。
.
普
通
は
固
定
原
價
を
如
何
な
る
場
べ
ロ
に
於
い
て
も

'
“
•.
.
.•
'

“

v
'
.
l 

.

. 

ノ
 

V
-
.
0.
. 

• 

.
-
'r
.
.
'
.
i
.パ-く
 

'

.

ネ，
.
--
.
-
.
:- 

ぐ.
.
.
. 

- 

•
'
- 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

,
1策
&
も
：の
と
し

V

取

扱
^

、
’
'比
例
原
價
ょ
り
固
定.原
價
.へ
0
 

然
ダ
に
限
琚
原
頁
の
方
. 

法
に
ょ
る
と
、
厘

原

價

は

操

業

率

Q

上
界
に
從
つ
て
掛
大
し
、
反
對
に
此
例
原
價
は
減
少
す
る

•こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
ゐ
る
。

こ
の

.

.

.

.

.

.

'
 

.

»

.

.

.

.

.

.

ぺ'： .
A
.
. 

.

.

. 

. 

. 

' 

. 

.

.

. 

. 

' 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

事
實
は
操
業
率
の
卜
：
昇
に
際
し
て
、
飛
躍
原
價
が
發
生
す
る
，

.こ
と
に
：
.ょ
る
の
”で
ぁ
：る0
ぁ
る
ー：

定
段
階
以
上.に
操
業
率
が
上
昇
す
る
と
*

.
-
.
'
■
.
.っ

..

v
.",
:
:
:
v
>

..

. 

L.C

-

'I

U
-
. .

.

''
■.

.

.

.

」

.

.

.

.

;

-

 

.

.

.

.

.

.

. 

- 

•

經
營
裝
僦
は
多
少
も
も
變
茧
せ
％

办
て

、

.一
蜃
經
補
性
ぬ
也
昇
を
齎
ず
。

例
べ
ば
操
業
率

€>
增

抓

と
\
.も

に

、
從
來
陘
營
指
揮
者
の
行 

つ

て

ゐ

た

原

料

使

用

銃

制

產

門
.の
も
の
に
委
ぬ
名':
;
°
そ
れ
於
げ.：

i

定
原
惙
は
增
大
す
る
も
、
把
例
原
贤
の
减
少
と
な
る

:°
ぃ

、
る
事
：

.... 

* 

' 

V
. 
-
•.
.

.

.

 

、
 

- 

-

 

V

情
^

原
債
種
目
の
分
配
に
際
し
：て
充
分
留
意
す
：ベ
绔
で

‘

ら
ぅ
0,
:

、

^

:■>
:

.次
に
坐
產
量
の
增
加
に
照
靡
し
セ
原
價
は
增
她
し
な
ぃ
が
、
然
し
、

生
產
增
加
分
に
：對
す
る
原
儐
增
加
の
割
合
が
大
と
な
つ
て
ゐ
る 

も
の
が
あ
る
。

 

. 

:

•

こ0
.

場
合H

限
界
原
慎
を.以
.つ
て
分
解
ず
る
と
、'
丨

■

:

:

■•
.韵o

.
'
t
r
.

.

.

.

产
0
0
0

.

.

.
S

S

0

.

.

4
.
0
0
0
:
.
.
:
:
画

酣

讓

：

'

.

.

2
8
0 

P

 

周
！m

^
5
K

.

-

.

0

<

u

c

n
 

.
 

1
0
0
0
0

w
:
.
.
: 

.

.Vt
-

S

H

M

.

 ̂

.

.

.
 

•
' 

M
p
o
o
o 

w

r 

: 

^

©

1

%
 

- 

. 

• 

忠
こ〗

れ
^

«}
:

:

0
見̂

^
と
操
業
率
の
增
犬
と\も
に
'、
：固
定
/1
«

は
減
少
し
て
ゐ
る
。C
れ
^
前

述
1>
:
た

様
1€
固
定
原
價
が
絕
對
的
に 

減

與
-

ゐ
一
る
欽
-t
?
:任

な

く

し.て、
そ
れ
鰲
利
益
ば
薩
せ
ら
れ

■る
の
.で
あ
■る
o
.數
羅
的
分
雛
法
ビ
於
が
で
ば
^

其
の
關

係
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瞭
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滅
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營
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總
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以
上
述
べ
た
る
シ
ュ
，
マ
.丨
レ
ソ
バ‘ッ
へ
の-分
解
法
は
、
脱
界
脱
値
論
に
據
づ
て
、
最
後
の
坐
產
度
の
附
加
的
费
用
が
全
坐
產
度
の
.比 

，例
.原
價
を
決
定
ず
る.も
の
で
あ
り
、■從
つ
て
總
原
價
ょ
り
比
例
原
慣
を
差
引
き
た
る
も
の
が
固
宛
原
價
と
し
て
淺
る
こ
と

X
な
る
。
と

な

、

そ
れ
に
就.い
て
比
彼
が
第

1
1

の
分
解
法
を
述
ベ
だ
時
に
暗
示
し
て

■は
ゐ
る
，が.靜

- L
W
說
明
ほ
加
ベ
て
ゐ
な
い
o
.
然
し
、

こ
の
點 

:

は
後
に
述
べ
る
純
粹
な
ら
ざ
る
遞
增
原
錢
の
分
»

を
批
判
す
る
の
に
重
要
な
る
關
係
を
有
す
る
と
惟
は
れ
る
か
ら
し
て
少
し
く
評
し
ぐ

■
述T

で

置

名

沒

例
:«
:

_
■

加
し
て
ゐ
る
と
す
る
と
.，限

界

原

價

は

四

千

、

單

位

當

り

比

例

費

_は

,̂
: 5

と

な

备
'?
:
--^
の
_

係
は
如
何
な
：る
操
業
率
に
就
い
て
見
て

も 

同
様
で
'あ
る
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分

解

S

結

果
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固
淀
減■
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定

原

債
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は
れ
、
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從
づ
て
、
限
界
原
：慣
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：單
位
當
り
に
就
い
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等

_し
.い
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た
だ
總
生
產
原« '

ょ

り

計

薄
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ら

れ
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泣
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缄

し
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ゐ
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滅
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例
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囉
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率
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の
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い
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携
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變
_

ど
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率
是
が
全̂1
:
:汜
<-
:
-
_

砍
^
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場
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で
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阈
莪
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^

■
宽
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薩

ゼ

操

業

率

に

對

匕

で

眾

丸

線
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あ

る

々

こ 

.
れ
以
下
め%

ら
咖
が
形
態
德
線
は
遞
減
原
價
.で
、あ̂
;
:
、
べ

以

上

の

：も

の

，は

遞

增

原

« :

で
：
あ 

:
ふ
产
從
つ̂

油
減
、原
慎
中
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^
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存
^

る
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一
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下
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屈

断

す
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今
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燴
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得
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總
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總
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總
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總
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す
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ぶ
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る
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固
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る
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界
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を
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と
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程

度

に
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:
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夸

加

昏
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で
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が

望
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明

せ

ぬ

？

價

格

政

策
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爲

め
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V
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な

れ

ば

霉

は

そ

れ
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'

分

有

效

に

利

用

出

來

る

げ

れ

ど

も

、

こ 

.
れ

を

，m -
'
'o
'
.
て
.經

.& :
翁

制

を

行

，ふ

■こ
，.
^
'
に

な

る

.と

、
.

«■
密

.に

.分

類

す

.る 

こ

と

が

必

要

と

な

る

0

勿

論

共

の

際

問

題

と

な

る

<7
>

-
は
.原

衝

全

種

目

で

は

な

い

0

其

の

中

の

或

る

レ

か

は

問

題

な

ぐ

比

例
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は

固

定

原
 

價

に

屬

す

る
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あ

る
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へ

ば

、

價

楮
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變

動
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考

臌

に

入
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な
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と

す

る

と

、

個

別

原

料

V

個

別

賃

銀
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間

題
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:
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比
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費

で
 

あ

り

保

險

料

ぬ

固

定
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あ
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營
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が
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營
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が
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總
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_
原
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、
賃
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:

_

'
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:へ
：
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:
:、轉

；
，
グ
：少<
な
0
.て
1

:0
.
換

言

す

れ

ば

フ

操

業

率 

.
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1
 

カ

蔻 

\ 
J : 

J 

—
 

§'.
1U
.

V
.

各

：

.
 

;,
L
:,

い

.
，
の*

加
と
同
じ
割
合
に
於
：い
_:て
：增

加

ば

し

な.

.

A 

,

減

利

：
俸

動
.

財

補
.
補
.
保「：

其
:

.
,
.
し
 

.
 

:
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I
I

~

I
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-
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i
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:

■
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;

.
—

い
が
然
し
、
著
し
く
大
な
る
劄
合
を
以
つ
て

’ 

» 

. 

*
' 

••

こ
：れ
に
接
近
し
よ
ぅ
占
し
て
ゐ
：る

0

全
體
と
し
て
見
れ
ば
遞
減
で
は
あ
る
が
、
增
加

”の
割
合
が
純
粹
ね
も
の
に
比
し
.て
著
し̂
く
^

で
あ
る
o
'
そ
れ
は
又
限
界
原
價
の
分
解
法
に
よ
る
と

 

> 
操
霧
率
の
高
ま
る
に0
'れ
て
限
：界

原

價<0
車
.位
原
價
が
木
斷
に
高
く
を
る
こ
と

.

. 

' 

' 

.

.

.

.

. 

• 

■ 

• 

•
. 

,

の

中

に

置

れ

て*ゐ
る
：ド
然
る
，に

ド

純

證

岑

遞

減

に

於

ぃ

.て
；は
單
位
原
慎
は
常
に
：：

|
定
で
ぁ
っ
た
？

シ
ュ
マ
ー

レ
ン
バ
ツ

»>
.i
か
ゝ

啟
遞
獄
度
の'漸
^

に
減
少
_す

る

遞

減

舊

：が
屢
タ
起
.る
ど
謂
ふ
。;'
:
.

(
同
上
四
七
寅

)

、
こ 

れ
は
K >
1S
:
>
K '
起
る
ど
ど̂

思
味
^

て(

ゐ
.る
：の
：
.は
勿
論
^

あ
?>
:
。
'そ
れ
は
文.こ
0
方
面
の
論 

考

に
1

つ
：'て
1

:般
に
認
め̂

^
て
ー
ゐ
ぎ
ど̂

^
で
あ
^:
。

シ
^

マ̂

レ
ジ
^

ッ

^

が

眼

界 

:

原

慎
^
據

ヴ

て

第

：

 

一
^

分
解
し
：た
例
欲
疋.に
.が
ジ
る
性
質
の
遞
減
原
僙
.を
.描
い
弋 

外
.な
ら
：ぬ:°
'
と

(7
)
繁

o-
,ば
、
一
系
き
吹
純
粹
な
る
場
合
：に

'比
し
.て
辦
ー
.に
法
意̂

ら
れ
る：Q
 

ぼ
、
.限
# -
原

價
.に
^ ;
?>
:
分
解
と
、.實
際
上
备
須
目
別'に
^ '
解

す
 

备
2*
;
:と
セ
あ
る
。
：
.即
ち
後
者̂

扎
る
填
合
：に
ゅ
、
骱

掲
(0
檬
に
各
項
目.を

拾

ひ

集

^

黃

 

冢
の
^

あ
^

當

b

-r
:
許
固
定
原
價.は
例
へ
；
そ
の
割
合
に
變
動
が
.あ
各 

:

と
し
：て

：

は
依
然
ハ

一

定
或
は
多
：少©
增
加
：を
伴
と
琴
へ
：る
の
が
當
然
で
あ

)

る
.。
：
ベ
ル
ジ
バ
ル

.:

{

裱
■::

慣
：：

.

■

窜
V

位

.

•

.

.
デ
.イ
.の
硏
究
.は
特
種
ね
機
械
製
作
所
0
そ
れ
へ
で
ぼ
あ
る
が

'.
>
，
そ

れ

：
に

就

い

'て

見

，
て

冬

‘

:：
:
經

•
 

一

.

.

會

原

料

間

接

費

の

約

：，

0\
:0
^

の

も

の

が

固

定

的

性

嘗

有

し

、

/
そ
：は
、'
如
何
な
る
性
質0
遞
減
^
就
ぃ
.
.て
.も

次

：な

名

變

化

：な

:<
:
-

固

定

摩
 

.
«
'ど
；1>
、
7:
算
定
；せ
ら
れ
名
：額
で
あ
る
。
パ

t

セ >
.

テ
，、1
.ジ
.は

各

藝

に

、ょ
つ̂
異

る
4

同
檨
の
/こ
1

が
總
：て

ん

舊

：篇

的̂

得.

る
替
セ
あ
ぎ
嗔
然
る
碎
シ
ハ
十
：

マ
；レ
，

固萣傷墙減

1>
:て

ゐ

る

？
：
、
而

^
:
:て
：彼
は
ゼ：
.0
囊

.あ

る

が 

故

杧

，
：
、
減

少

1>
*

行
:<
:
遞

篇
«

が
^

般
に
生
ず
る0
で
あ
る
と
謂
ふ9 (

同
上
四
セ
岚

)

‘
而
し
；そ
の
！

^

,
装

：
の
；
如:-<
附
|
爭

る
'0 

:そ

れ

ぼ

プ.*
際
(0
:

;

1

價̂

議

决

：す
為
の
：

1?
«

な
轉
^

て
經
營
利
益
；と
固
定
原

-)

1
^

^

:>£
:
操
_

_
|<
關
：す

る

ー

悉

察
.
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六)

'
、
に

於

绘

、

)

-比

例

原

窗
^

^
原
慣
、.：：&

1
利
益
が
如
何
な
る
關
係
於
立
^

價
.の
，分
解
法
の
檢
討
は
こ
.の
關
係
を
吟
味
す.る
こ
と
に# .

し
て
ゐ
るC

旣
に
.述
べ
た
，如
く
彼
が
固
定
原
債
'を
決
定
し
：て.ゐ
.る
：行
き
方
を 

見
る
と
、1
.观
業
辦
、に
於
け
る
增
加
坐
產
額
に
對
す
る
增
加
原
價
を

.限
报
原
慣
と
し
、

こ
れ
ょ
り
.單
：位
當
：
u

fe
m

原
慎
を
導
き
ノ
こ.1%; 

を
以
づ
：て:^
.全
坐
產̂

比
例
^

^

の
.极
鐵
と
し
、.そ
れ
ょ
り
固
定
厭
債
を
決
定
し
て
ゐ
る
。

さ
て

';
'

な
： ®
：

單

位

當

が

眼

界

原

價

が

、
，
二 

操
業
率̂

ね

他
0
:
操
紫
难
に'移
务
に
從
つ*

增
大
し
て
ゐ
る
が
、
.こ
の
增
大
は
、
固
定
原
阒
ば
^

蕾

て

泠

て
-

比
例
原
價
だ
け
が#. 

.
加
し
た
かI

例
へ
ば
原
料
價
格
の
上
騰
の
.如
き
-
.
^
或
は
固
定
原
慣
が
減
少
し
た
か
で
あ
る

.o

シ
ュ
y
l
;

l>

シ
^

ダ
づ
は
$

原

慣

鳄 

格

は1

定

を

前

提

す

る

か

ら

、

前

若

は

.こ

V
で
は
間
題̂

M
:̂
ら

ぬ
.0
^
_
_̂

筆
# :

に
は
後
猶
の
様
に
こ
の
點
：は
却
：

0
て
童
視
1:
べ
'き
で

あ
る
と
は
考
へ
ら
れ
る
が-
そ
こ
で
、
後

の

點

郞

ち

麗

旗

價0
減
少
が
間
題
，と
各
れ
る
ダ
2限
界
2

^
?#
'大
；の

形

式

ど

通-1
!
:
,
て
、
.
牵

體
と
し
て
の
比
例
原
俱
は
增
大
し
、

.:[
1
1定
原
償
は
減
决1>
,て
：
ゐ

る

。

そ

こ

.で
、
：.初

：Q
0 :

定

は

そ

：の
性
質̂
變
化
し
：て> 
;こ
：の
：分»
 

法
の
間
す
る
限
り
で
は
、

比
例
原
價
へ
の
變
質
が
考
べ
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れ
が
げ
れ
ば
な
ら
ぬ-9
:

麻

謂

經

營

：靴
益
；は
が
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比

例

降

營

に
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質

し
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ゐ
.

.

.

パ
•

.-.
:

'•:
ハ
 

「

•-
.
ノ 

：
一
 

.ン

.
:.
/

.

:

•

.
 

.

'

*.
-
.
.
• 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.*

.

る
と
と
ろ
の
茴
友
原
權
兄
外
な
ら
ぬ
。
從

：つ
で
：、
，
固
定
：原

«

の
減
少
は
、..絕
對
.的

減

：少

：货

は

：な

<'
.
^

で
^

こ

れ

：を

比

例

的

# .
-
質
0

も

の
.

と

ふ

，で

取

扱

は

し

む

る

に

至

つ

た

結

果

：た

る

咬

外

な

^

#

飞

然
&

ば
V.へ
备̂

;

比
« ;

原
1

ぼ
^

い
が
^

^

^

問
が
生
.ず
る
も
、.
s
.
.

.

.

. 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

•:
.
. 

.

比
例
原
慣
と
は
、
分
解
の
乘
媒
か

^

謂
べ
"
ば

芷

呤

ー

截

し

ぃ

て

は

な

を

が

^

親

の

德

昏

著

し

く

異

づ

そ

ゐ

そ
^

:

價

生

產

の

^

足

か
'®
:

に

堦

大

す

る

こ

と

を

要

せ

ら

れ

た

：
る
：原

價

.
p

あ
る
か
ら
し
て.ノ

生

藤

裝

備

：

§

改
善
ど

同
時.に
消
減
す
：る.. 

か
或
は
本
來
の
固
定
膝
價
た
る
，ベ
き
も
の
で
直
接
生

^ :

量
と
の
關
傲
に

：

ょ
つ
へ
で
墙
減
レ
て
ゐ
る
Q ,(

で
'ば

^ :
:

く
V

^

產
；裝

備0 :
;

關
係
を
通

m
ば  
極  

固 定 Tmm

じ
て
、
:'
坐
產
量
ぬ
影

y.

も
受
け
入
^

る
ので
あ
ふ
。
從
つ
て
一
所謂
個
別
原
：債
そ
は.異
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
.る

C.:.
然
し 
> 
兎
に
角
、
分 

解
法
の
啟
果
ば
比
例
原
價
と
.し
て
#

_
れ
る
こ
と
は
氣
ひ
得
な
い
敗
で
あ
る

0

筆
者
は
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ'ハ
の
寓
を
次
の
様
な
圖 

表
に
ょ
つ.て
示
し
得
る
士
考
べ.る
■

'

一
 r

'
^

::

:
:
.
:
惟

ふ

に

：
が
\

る
方
法
は
比
例
原
價
も
固
楚
原
價
も
或
は
經
營
利
益
：も
客
觀
的 

V
.

に
|
定
0
:大
ぎ
：さ
七
し
て
：簡
明
し
得
な
い
缺
點

存
^ .

た
.比
例
腐
價
中
：に
經
^

^

益

が

包

含

せ

ら

れ. '

固
宠
原
價« :

そ
れ
.が
差
引
か. 

,
u
作

議

.«

屯

當

、

(

.經
營
利
益
ぬ
翠
タ
冗
は
、

^

^

'.
.
:ぐ
つ
：
こ

初

め
^

規
は
れ
る
：
0
.
^

^
ば

か
:\
-
^

^
解
法
：
.の
«

の
意
«

は
顧
處
に
存
す

.

-
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,

へ
,-
'
る
.か

と

明

ふ

圮

、
：：：
結

扃

限

與

逢

_

費

：を

：以

^

ズ 

:;
:
:'る
^

に
：
於

い

て
.め
^

存
^

る
0
:
で

あ

る
,?

:ト
る
分
解
法
：の
糨
本
に
流
れ
^
:
ゐ
，
る

息

想

セ

：
ぁ
：セ

--
'

次
要
求
で
毛
ぁ
：总
 

，
。
，.に

固

定

原

價

专

ず

議

と- ^
.て

決

定
,1
.
樣
^

す
る
.2:
>

は
寧
ろ
.副
次
的
問
題
ド 

外
な
ら
ぬ:;
9
'
»

は
限
报
原
價
が
如
何
に
働
い
て
ゐ
る
か
ャ
棵
木
の

.問
®

^

の
'で 

あ
る
。
，こ
れ

を
確

定

す

る

こ

と

に

ょ

:0
,
て
«

楮
对
經
營
輕
濟
的
に
：顧
揭
經
腐
的
に

.正
し
き
水
準
の.上
忆
颯
は
る̂

も

の

灰

ら

し

め

ん:  ̂

す

る
^

で
あ
る
。

シ
キ
マ
ー
レ
ン
パ
ッ
ハ
：
の

.眞
の
療
圖
は.正
に
が̂

る
名
.の
と
し
て>理

，
解

せ

ら

る

べ

き

で

>

る

と#

ヤ
^
^

:
..
經
營
谓
値
ズ
操
業
串
に
關
す
る
ー
考
察

」
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覆
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關
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土

四

.
翁

八

八
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)

>
:!
'
價

领

政

策

上

限

溫

價

從'.つ

セ

比

例

原

價

を

義

と

す

る

こ

と

が

正

し

.：

S
.

か

否

か

は

後

に

觸

れ

譬

考

ベ

る

。
而

し

.て
分
#

^

と
し 

.て
：限
界
原
懷
に
ょ.る
時
に
坐
じ
來
る
結
艰
が
艰
し
て
分
解
本
來
の
粟
求
を
滿
し
て
ゐ
る
か
否
か

I

下
の
痛
題
でI

O

上
方
に
屈
曲 

:

す
る
@

^

_

4遞

減
: «
値
は
：何
薄
か
比
例
固
定
原
_

觀

合
.せ
':
^
興
る
^

^
说
_

か
ヤ
^

る
、
へ
而
し
て
分
解
法
の
本
來
の
要
求
は
か 

、
る
龃
合
を
印
確
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ

' ^
こ
と
；を
要
す
る
。

而
，る

に

シ

H

マ
）

レ”ン
バ
ッ
ハ
の
そ
れ
は
か
\

る
本
來
の
要
汆.に
へ
ロ̂
 

し
な
い
も
の
が
あ
る
様
に
思
呔
れ
る
。
蔻
し
、

_

操

業

率

袅

け

る

限.界
.原

慣

，の
：
增

..大

あ
る
。
斯
様
な
方
法
に
代

P

て

余

は

次

の

凝

於

方

法

を

雜

悉

考

で

社

な

い

か

と

考

ぺ

^

。
如
ち
撮
初■

業

率

に

舞
2

.f
i

限
界
原 

價
の
方
法
に
ょ
る
の
は
決
し
て
誤
り
で
は
な
い
：

o

而
し
、て*

の
：際
決
定̂

ら
れ
た
固.定

原

債

昆

則

と

し̂
次̂
.々

ゎ
操
業
寧
忙
も
瑰
は 

れ

凉
f

の
と
解
す
べ
き.で
あ
ら
ぅ
。

そ
れ
は
、

さ

裏

、
ベ
ル
ン

-
ハ
、ル
ド0
空
轉
原
懷
を
說
明.し

た

時

ー

傷

示

し

た

も

等

あ

る
0 

即

ち

最

初

の
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爲
め

.に
個
n

^

.に
對
し
、
へ
そ
：の
給
付
を
^

界
生
鹿
»
を
以
つ
ヤi-f
M
す

'

'

VI
 

.
-

'

■ 

■■ 

-

る
こ
と
を
要
求
す
る
か
ら
で
：あ
る

P
個

別

坐

產

經

濟c>
對
市
場
.の
ま
格
政
策
が
、
ニ

般

：市

镇

價
'格
め
.法
則
$
^

龙
式
誠
\

為
機
腺

ば

雜

め̂
?:
'
罾

1>
:

爲

ぞ

の

カ

敕

喪

失

^

る
^

&

\:
&

る

免

：
'か

、

を̂ 

時

^
慎
格
の
過 

大
f

過

小

の

：變

動
& '

誘

致

し

免

謹0-

询
_

ゼ

破

餐

或
'&
:

興

の

適

合

ぢ

缠

確

街.1>
;
め
名
結
果
と
な<?

で
^

賤

ぃ

ぞ
» :

次
魏
咏̂

-

ぢ̂

こ

各

で

お

^

卞

吏
^

艾
''
>
:經
營
内
に
於
い
セ
鲈^

.繁

茫

决

_

を

紀

の

セ

於

も

鎔

ら

ざ

る

腺

か

、
'
或

^ ,
浪

書

或

ば

過

太

#

る

節

管

惹

起

ず

芗

に

至

り

>

經

濟

性

は

爲

^ ;

せ

象

を
#

私i

允

る

.に
經
徵
外
於# :
レ
て
4

置

：內

に

乾V>
F

凝

慎

の

基

.摩
た
る

)

も

の

後

- 

* 

, 

y/
'
s:
:

も
ダ
出
规
膝.價
を
眼
振
原
價
た
ら
じ
.む
る
こ
：と
に
；最
初
に
注
_

1>
,

*を
^

の
'は
シ
ラ
ア.丨
で
：あ
：：つ
た''
<
>
'彼
は
總
原
：價
を
間
定
原
價
-

i :-
-

s
e

rlle
”  

見
|

>

と
«

例

雪
.裳

類

じ

、
；原■則
上
、
く

锨

歡

織̂
集
期
勝
に
苴
ク̂̂
^̂

.

.

.

.
 

, 

.

.

.
 

V

‘

故
に
於
■
« ;
ぬ
碁
#

に

规

理

时

醫

ぬ

於VV
で
.、
避

例

糧
<P
:
^;
E

以

令

繁

ず

签

採

箅

则

ち

較

差

採

赛

客

- 

.

む
る
。
然

し
、
未
だ.こ
^

を
直
撥
操
業
率
と
關
聯
ー
せ
し
め

.て
ね
灰
い9
然
る
に
»

权
後
比
例
原.憤
を
以
つ
て
、
特
に
操
業
率
微
弱
な
る 

桊
期
に
於
い
て
探
韦
す
る
.こ
4;
0:
:合
理
的
な
嚴
女
と
を
虫
張
^ ;M?

論
#

が
輩
出
す
る
に.至
つ
た
。
即
ち
彼
等
は
總
原
價
中
；に
於
け
る

«
 

値
關
係
の
轉
移
は.操
業
_

/]
\

,
鼻

特

に
» .
1

從
る
意
義
を
樣
ず
る
と
と
：を
認
め
眼
界
債
格
理
論
を
採
つ

.た
の
で
あ"る
9
.ハ〉

ル
、
■
ハィ 

デ

ブ
p.
^
ク
、
:.-
ハ
，
ィ
ザ
ア、
ヮ：

ル
：̂

^
如
f

が
ぞ
枚
で
あ.察

®

1

)

0:

然
^ :
に
、
ど
れ
：を1
層
.樊

し

：て
操
業
率
の
：如

何

：に
枸
り
な
く
、 

?>
:
ら
ゅ
る
場
合
に.於
い
て
、

こ
の
原
則
に
則
る
べ
皂
こ

と

を

^

張
し
たも

の
、I

:
ュ
，：.マ
1，
.

〈

レ
：ン
：バ
：ツ
バ
$
 

.
彼
：の.限
界
原
僙
に
：

4

ざ
2

ロ
亂«

分

贩

法

勤

、_
§

^

歡

で
^

&

^

0

荟

篇

裕

獲
1>
.喪
と
«

^

^

あ
% ;
1

橄
し
セ3

^

の
原
§

^

用
す
る_
に
.

、

ぺ

雜
■

基

■

に
 
_
§
1

*

#
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.
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、經
營
價
値W

操
樂
串
に
酿
す
る

」

考

察

H
0 

S
九
'既) 

當
つ
'て
、.
^
の
經
營
.に
遞
減
遞
增
何
れ
の
原
價
が
發
坐
し
て•ゐ
る
か
に
從
つ
て
北

C

の
作
用
は
異
る
：の
で
あ-る
。

先

，づ

彼

に

從

つ

て

'1
W 

原
懷
に
就
ぃ
て
考
察
じ
ょ
ぅ。：
-.

.
先
づ
彼
は
次
の•様
な
.石
切H

場
に
於
け
る
例
を
擧
げ
て
ゐ
•る
。

:
.
r
 

'
 

,

違
：

8-
.
て 

.
,
 

;

2
0
0

 

§

.

0

0

fc
o

.

o

o
-̂
避

,
 

2
5
0
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丨

§
7
5
0
0 

_
_
_
4
W
0
I
, 

• 
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.

ot
o 

、ヽ

f
' 

.4.50 
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- 

し

,
‘
か
i

る
遞
增
原
價
が
現
は
れ
て
ゐ
る
際
■に
、
如
何
な
る
價
格1
以
つ
.て
販
寶
價
格
と
な
す
べ
き
か
と
謂
^

に
^

せ
ら
れ
る
場
合
は
總.て
五
•
五
〇
馬
克
ど
な
す
べ
き
で
あ
...
る

。
；
即
、
ち

こ

■の
-際

に

は

、
.固

宛

原

價

は

經

營

利

益

：
に

轉

七

し

ぃ

後

者

^

土

例

原

:
價

<!
:
.
'
.
な

る

黎

ぬ

ホ
.總
厩
«
0:
差
額
た
'る

眼

界

原

價

が

觀

鍵

格

の
#

礎
た
^

べ
秦
も̂

賣
せ
，
•

ら
れ
る
と
，せ
ば
，、
經
營
內
に
於
い
て
は
經
營
價
値
を
償
は
ざ
る
こ
と

\

な
り
、
國
民‘經
濟
的
に
は
財
貨
.

の
浪
費
と&

る
0

で
あ
る
。 

さ
れ
ば
、
新
た
に
五
0

噸
を
注.
文
ず
石
願
客.の
み
な
ら
ず
、
‘

^

注
文
者
に
對
し
で
五
^

の

馬

克

を

附

し

以

つ

て

^
國

民

辉

濟

全

體

と

し
 

'

卞
.

3 :
*

:

五
0

屋

以

下
« >

刹
用
價
値0

も

の

，
：
へ

當

該

右

材

の

利

用

を

排

除

す

ベ

き

で

あ

る

^

經
營
.

が
單
：に
收
人0-'

み

を

問

題

：
と

す

，
る

と 

r

は

或

ば

平

檄

僚

楚

る

：

四
•

1

ニ
0

愛

に

於

い

七

可^

夯

：
べ
：：
ま

献

營

«

値
釔
»

現
^ .

る
意
味
ぬ
於^

‘

な
ぃ
o

*

ぬ
*

9

か
く
.

る
、
眼

界
^

^

ば
經
營̂

に
於
げ
る
許|
^

格
^ ;

於̂

て
も
利
用
せ
ぢ
る
^

き
セ
あ
る.0
7

0

れ
に
却
つ
て
.、
巢

進 

赞
大
す
る
眼
界
價
楮
を
支
拂
ひ

#

る
營
業0 .
:

み
^ .

淺

留

す

る

こ

と

、

な

ふ

o

以

上€

シ
：
；
ギ

：
マ
；

1"
,

レ
'

^

^

ツ

スo

說

明(

で

が

^

。

:
'
然

る

：に
若
し
こ0
祭
空
_

原
債
と
1>
て
經
營
內
：に̂
亩
馬
克
が
存
在
じ
：今
操
業
率
過
度
；

§
爲
め
ぬ
そ
れ
ー
が
，
5
^

.り

.と
す
务
パ
す
る
と
次
が
様
な
評
算
方
法
が
布
比
れ̂
へ
而
レ
て」

”
!

®

^

^

^

克

を

以

づ

：て
.販

寶

し

得’る

と̂

、

な

る。
.
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^

,

肝

酿
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画

紐

剜

商
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3
0
0
.
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5
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§

%

书
':
显

3
，
8

V
, 

s
o

馨

慕

s

o

;:
:
-
.
勿

敵

實

際

に

昤

い

七

遞

嗆

生
*

る
ゼ
§:
は
價
楮
騰
貴
の
晚
ず#
.る
か
^

>
、
實

際

販

寶

價

铬

ば

'瓦
馬
克
六
馬
克0
高
き
に
及
び 

全
@

定
膜
« ;
$:
-
衝

據

す
岑̂

と
.、
な
る
0
;故
^

か
：\'
-
-
.る

訐

算
<0
:

*
際

上
0
效

果

：は

じ

の
.局
同

に

於̂

て
：ほ
さ
し
て
太
な
る
も
の
で
は
な 

.い
0
厂
シ
，土

ブ

：：

1
以
卞
前
«

の
_
:氏
が
な
作
を
重
視
し
な
か
つ
.た
理
#

も
&

、
に
ぁ
.る
と
思
.は
れ
，る
タ̂

?

 
‘次
^

遞
減
原
債̂

於
^
.て
も
眼̂

節
慣
が
慣
袼.の
_

準
ど
1.
:て
粮
用
せ&.
'
れ
^

^
此
0

場
合
^

は
勿
論
遞
增
原
懷<*
:

破
ば
平
樹|1
.
:修
ょ
り
«
<;
:
ザ

隨
<>
て
そ
ば
固
定
原* -
を
補
填
じ.得

故
5

^
と
-
<
^̂:
0 

_
し
、
市
場
價
格
が̂;
の
眼
撂
原
慎
と
一
致
す 

，る
と̂

^
そ
の
.結
果
は
ど
ぅ
な
，る.か
、
.
‘シ
ュ
マ‘
1
レ
‘
ン
.パ

ッ

ハ
の
擧
げ
て
ゐ
る
例
に
從
ふ
と
從
來
十
七
馬

^

の
供
給
價
格
を
新
に
眼
界
：
 

原
價
類
ヤ
馬
克
に
引
下
げ
た
と
す

.る
。

「

す
^

と
、.
從
來
十
：七
馬
克
を
以
つ
て
^

^

し
て
ね
た
購
入
者
は

V

新
に
十
六
馬
克
だ
け
坐
麼
物

. 

. 

■ 
■ 
■ 

. 

. 

.
T

.

■:-
 
:
'
.

^
廉
^
馨

^
夯
ご
^

_

マ
其
0'
綠
果
ば
慎
格
您
卞
需
要
增
夭
と̂
<>
ゼ
ぐ
齋
業
量
-«
:
金
舣
时
ぬ
*

じ̂
^
斯
<:
し
"で
全
原
價

.經
營
價
値
螽
業
串
に
醸
f

1

-考
察 

. 
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.

'■
■
$

汍
五
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經
營
僙
傅
ミ
換
業
^

に
嫌
す
る—
考
察
ハ.

■'
§:

，

(

瓦
九*
!
、>

 

炙

ぬ

镑
■

作
用
し
補
填
ぜ
反
れM

M

に
人
る
こ
と
、
贫
る
ゃ
.

若
し
然
ら
ず
し
て
、
永
<.
:

跋
減
_

の
；狀
態
が
持
續
す
る
4

す
：

る
：： 

麵
#

等
沢
經
營
上( 5
勝
助
釔
要
す
幺.こ
：占
は1
^

得
ざ
る̂

^

ろ
免
办
り
、
蓝
し
こ
れ
な
あ
に
：於
い
：て
ば
經

« -

ば
晚
立
：せ^

る
に
茧. 

る̂

陈
氣
我&

頁

巍
_

な
れ
'

ぼ
最
_

に
苴
< ?

で̂

問
@

で
#.
石
-'
0

'
短
期
現
象
と
し
て
は
、

.

平
樹
償
格
を
以^

で
ず
を
ぢ
ぎ
は.營
| |
'

量
：
 

&

樣
大
歡
む# '

に
太
< >
{

て
.

妨̂

ら
瓜
、
ン
以
馨^

^

性̂

上
晷̂

期
1.
:

得
：な
い.缺
點̂

有

ず

：
る^-
惠

い
て〔

見
：る
と
平
均
慎
格
ぬ
ょ
る
：と
ぎ
ば

«

先
な
'
.る
^

ぎ

場

合

祀

於

い

：；
：で

0
^
^
^

.、•

補

塡

と

し

で

ー

使

用

.せ
6;
赛
べ)
ぐ
、
务
の
限
け̂
於
い
'て
ぼ
純
粹
办
利
益
：と
：は
稱
せ

6
^
^
 ̂

營
業
維
持
に
對
し
て
諶
要
な 

る
.意
.

_

_す
る
：1)
-
の
：で
あ
る0
.

,

^
格̂
；は|

原
^

^

瑱
.ず
：
：
る

點
&

補
塡
：せ
'ざ

限
り
f
c於
^

で
'>
經
營
#

が

價

格

政

策

：
上

€)
彈
カ
性̂

有
^,
#

こ

も«
、
固
定
原
價
を
常̂
原
價
^

算
入
す
る
：
.も
^

に

比

し

，
て

逾

^

に 

大
な
り
と
謂
は
ざ
る
を
得
な
5

°

-

.

.

V

'

•

.

,

.

.

—

• 

. 

£
 

>

,

.

r
 

- 

. 

.

*.
, 

.

,

.

'

'
 

-

扨
て
比
例
原
價
を
取
づ
て
限
敗
.原
鹰
^

な
1>
.
.、J
扣
ぞ
價
将«
策
の
根
據
と
し
ょ
ぅ.と
す
る
こ
と
は#

の

經

營

學

者

.に

共

通

す

る

と
 

*. 

. 

•

こ
ろ
：で
あ
る
が
、
>
果

隹

そ

れ

が

綜

合

經

濟

の

立

場

か

ら

見

そ

.妥

當

な

象

否

が

は

■

る
間
題
で
あ
る

Q

綜
合
經
濟
の
立
場
ょ
り
す 

れ
ば
、
比
例
腺
儐
で
は
な
く
、
，
—
定

額

ね

總

生

產

費

屮

最

戀
*

蜜

產

費

が

：限
；界
坐
產
費
で
|

0

そ
は
時
間
的
：に
見
：て
最
後
の
生 

崙
段
階
に
於
け
；る
；增
珈
生
產
費
で

.は
な
ぃ
0

^
營
學
箸
が
こ
れ
を
比.例
原
«

と
'
致
.せ
し
ぴ
る
の
は
、
'全

く

經

營

の

利

益

を

中

<'
と

し 

た
實
際
政
策
上
の
：立

場
*

も
來
っ
；て̂

^

生
：«

^
腺
度
を
附
加
的
貨
幣
資
本
の
讀
要

_

氏
は
機
會|

练
に
_

人
計
箅
ゅ
費
用
。と
給
付
妗
計
算
脊
务
っ
そ
貲
幣
的
收
衮
許
算
で
'呔
氣
ぃ
ぁ

| «

ふ

.
'
然

し

.觸
れ
る
と
こ
れ
と
接
近
し
て
來
る
こ
と
は
暗
示
深
き
と
こ
ろ
で
：あ
る
？

こ
の
點
に
就
い
て
は
別
の
機
會
に
詳
論
し
た
い
と
考
へ
る
。

，以
上
主
と
し
て
シ

y

マ
ー
レ
シ
バ
ヶ
ハ0
說
を
中
心
と
し
て.原
潰
の
分
蒙
と
限
骒
原
債
0
意
|
§
を
考
察
し
た
の
で
ぁ
る
が
、
以
下
こ 

れ
を
要
約
し
て
镫
か
ぅ
。

'

.

'

* •

.遞

鐘

增

原

價

の

分

解

に

シ

「

マ
i

ン

会

ハ

が

用

ひ

ま

る.限
界
原
.價

の

產

は
^

定
が
主
要
な
問
題
と
な
つ
‘て
ゐ
る
そ
の
爲
め
、
固
定

•

比
例
兩
原
價
が
實
現
的
：の
大
さ
を
以
つ
て
は
分
解
せ
ら
れ
な
い
。
若
し
實
現
的
大 

'

さ
と
し
て
確
立
し
ょ
ぅ
と
す
る
と
、
空
轉
原
慣
の
算
出
の
爲
め
、
彼
の
方
法
を
操
業
率
の
最
も
低
い
名
の
に
適
用
し
、
こ
れ
を
確
定
し 

f

後
：は
操
業
率
の
上#
と
^
も
に
、
多
少
の.增
大
は
行
ふ
に1>
て
、
滅
少
ぜ
し
む
べ
き
で
は
な
い
。
更
に
こ
れ
等
雨
様
の
原
債
は
と 

.，
も
に
景
氣
變
励
の
影
響
を
直
镑
に
反
影
す
る
も
の

.と
じ
て
理
解
せ
ら
る
べ
く
、
從
つ
て

'.
比
« -
固
定
原
慎
に
對
す
る
債
格
の
：變
動
を
顧 

慮
す
べ
き■で
あ
る
o
.
次
に
僙
格
政
策
と
し
て
は
原
則
也
こ
れ
を
兩
様
の
腻
價
ぬ
適
應
す
る
こ
と
は
供
給
價
格
の
麻
底
限
度
を
指
示
し
得 

る
に
止
つ
て
、
實
際
上
市
場
價
格
そ

Q

間
に
間
速
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
殊
に
シ
ュ
氏
の
.採
用
し
て
ゐ
る
比
例
原
價
は
事
實
以
上

に
擴
大
せ
ら
れ
て
ゐ
る
.か
ら
し
て
、
：
'
憤
格
政
.策
の
實
際
上
の
葆
礎.と

し

て

は

更

に

修

疋

：
を

加

ふ

：
べ

き

：
で

ぁ

：
る
：
と

思

ふ

？

.
, 

.

. 

.....
 

.

.

. 

■
■ 

■ 

■ 

■ 

: 

- 

•
.

.話
’

| 
一..，:Hall..;: se;bstkostsreduung. .und..moderne. organization..voa .machin§

fabriken'.19.2o

v-Heidebrock .'Induslriebetriebs

JT.hre,.

. 

.
 

.. 

.
 

.. 

... 

'.. 

.
 

,
 

.

.

.

.

.

.

.

.

..

.ニ
‘..：

.-
 

..\... 

.
 

.

.

' 

'

:

:

 

.
 

,
 

-
 

.
 

.
 

•'
 

' 

:

-

* 

■ I
 
.

■

.

.

.

 

.

.

. 

: 

: 

; 

-

.

,

.

.

.

 

- -

•

.

.

'

.

 

.

.

.

. 

' 

.

-
. 

c.

:
經
瓷
M
値
.
操̂
業
傘
に
關
す
る1.考
察 

.

-

:

三

三

(

五
九
七)


